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北海道大学留学生センタ一紀委 第1号 (1997) 

外国人船員の日本語使用に関する調査報告

一苫小牧シーメンズクラブ利用船員への謂査から一

佐藤 章

要
国
{
回

日本語教育で学習者のニーズが多様化している。外国人船員への日本

語教育も新しい分野と言える。

苫小牧港では、年間約2万人の外国人船員が上陸している。そのうち

の9千人以上が苫小牧シーメンズクラブを訪れ、利用している。同クラ

ブは、ボランティアによって運営されているNPOで、主に福利厚生面

で支援している。言語面からの支援として、サパイパル日本語テキスト

を配布しているが、まだ十分なものとは言えない。

今回、彼らへの巽文化理解を含む言語学習支援検討の基礎資料を得る

ことを目的としてアンケート調査を実施した。それは、今まで、漠然とし

ていた以下の点について、できる限り把握しようとするものであった。

(1)外国人船員の属性

( 2 )彼らの日本語のニーズ

〔キーワード〕外国人船員、シーメンズクラブ、ニーズ分析、特定の目

的のための日本語Uapanesefor Specific Purposes)、ア

ンケート調査

1. はじめに
日本語教育において学習者が多様化してきているO 毎日の生活の基盤に

欠かすことのできない仕事に携わっている人々の中に外国人船員がいる。

彼らを博愛の精神から支援している世界的なNPO組織が存在し、日本で

も数箇所を拠点に活動している。本報告は、外国人船員の属性及び日本語

使用に関するアンケート調査の結果とその考察である。今回は、苫小牧シ

ーメンズクラブ1)を利用した外国人船員の現状を把握し、そのニーズを知

るために行った。
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1.2 本報告の見方
①国答率(各自答の百分比)は、小数点第2位を四捨五入している O こ

のため、各々の比率の合計が100%にならない場合がある。

②グラフ・表は、記入のないものについては、単一回答である O 複数回

答の場合は、 MA(Multiple Answer)と記しである O

③グラフ・表のうち rNJ は、比率算出の基数であり、 100%がいくつ

の回答に相当するかを示す。

2. 調査概要

2.1 実施主体
筆者

2.2 謂査目的
苫小牧シーメンズクラブ(以後クラブと略す)では、福利厚生面から外

国人船員への支援を行っている O 又、 1994年には、彼らの便宜を考え、汎

用の日本語サパイパlレ教材“SURVIVALJAPANESE FOR YOU" 2)を発行

し、現在も配布している O 言語面からの支援は、始まったばかりと言える。

その教材の発行後、苫小牧港に寄港中の外国船を訪ねる機会があった。船

ごとに船員への待遇や労働環境が異なる中で数隻に訪船したが、その状況

は船上という特殊性を考慮に入れても厳しいと思われるものであった。長

い航海後の休息のための一時上陸中の行動は、諸条件のもと限られたもの

になる。クラブの支援があるものの、それ以外は彼ら自身が異質文化の中

で独自に行動しなければならない。日本にある30数箇所の地方港の一つで、

ある苫小牧港にもここ数年2万人前後の外層人船員が上陸しており、増加

の傾向が見られる3)0 1996年の場合、上陸者のうちの約41%に当たる9115

人がクラブを利用しており、年々増加の傾向にある4)。

彼らへの支援として言語面からのアプローチが考えられるが、その基礎

となる資料が不可欠となってきた。そこで今回、苫小牧に上陸する外居人

船員の属性と日本語使用に関する調査を実施することにより、そのニーズ

の把握を目指すと共に、今後の異文化理解を含む言語(日本語)学習支援

方法を検討する基礎的資料を得ることを本調査の目的とした。
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2.3 調査方法
(1)アンケート調査

( 2 )調査の手順

調査員が調査目的を簡単に説明して、調査票を配布した。そして、その

場で、記入を依頼し、田祝した。

2.4調査対象及び回答数
クラブハウスを訪れた外国人船員 (344名)の中の102名。

尚、停泊が一泊二百を越え、クラブハウスを再訪した場合にも、改めて

調査対象の母数として加えた。本調査対象に中国語を母語とする者は、い

なかった。

2.5 調査項目
別紙(資料1 調査票)の通り

2.6 調査時期

(1)調査年月日

1996年の以下の10日間:

① 6/28 ② 6/29 ③7/4 ④ 7/5 ⑤7/6 

⑤ 7/13 ⑦7/22 ⑧7/25 ⑨7/26 ⑮ 7/27 

( 2 )調査時刻

午後6時一午後9時(開クラブハウスのオープン時間)

2.7 調査場所
苫小牧シーメンズクラブハウス

2.8 調査の留意点
向クラブは、ボ、ランテイアによって運営されている。クラブハウスは、

週6日オープンし、彼らを支援している O 又、その時刻に合わせて、外国

船停泊埠頭とクラブハウス間の送迎も行っている。到着後、母国の家族へ

電話連絡したり、ハウス内で休養をしたり、ビリヤード等をしたりして過

ごす。また、買い物にすぐ出かけ、帰りのパス出発の開襟まで戻らない場

合もある。調査者は、彼らの厳しい労働条件に配慮しながら、なるべく多
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くの回答が得られるよう心掛けた。

3. 讃査結果

3.1 IQ]答者の属性
3.1.1 国籍 CN= 1 0 2) 
国籍は、表1の通りである。回答者の出身地域別構成を見ると、アジア

が95.1%と最も多く、中東が3%、ヨーロッパが2%の}I慎となっている O

国別で見ると、フィリビンが72.5%、インドが12.7%、ミャンマーが5.9%

の}II買となっている。

3.1.2 母国語 CN=l 02) C上記国籍と同比率のためと表省略)

言語別では、フィリピン諸語(タガログ語等)が72.5%、インド諸語(ヒ

ンデイ一語等)が12.7%、ピルマ語が5.9%の順となっている。

3.1.3 性別 CN= 1 0 2) 
性別は、表2の通りである。 99%が男性で、 1%が女性である。

3.1.4 階級 CN= 1 0 2) 
階級別構成比は、表3の通りである O 高級船員 (anoffic巴r)が52%、

普通船員 (acrew m巴mber)が47.1%である。

3.1.5 苫小牧上陸回数 CN= 1 0 2) 

苫小牧への上陸閤上陸自数は、表4の通りである。 1-2国が71.6%と

圧倒的に多く、 3-4回が13.7%、5回以上が同じく 13.7%である O 尚、

以下に参考となる回数を記す。(平均回数ニ3.1、最多回数=30、最少回数

3.1.6 日本上睦酉数 CN= 1 0 2) 

日本への上陸田数は、表5の通りである。 1-9回が27.5%、10回台が

16.7%、100回以上が15.7%である。尚、以下に参考となる回数を記す。

(乎均田数=35.4、最多回数=200、最少菌数=1) 
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表1 国籍

国 喜善 人数 % 

フィリビン 74 72.5 

インド 13 12.7 

ミャンマー 6 5.9 

エジプト 3 2.9 

ノfングラデシュ 2 2.0 

韓国 2 2.0 

ロシア 1 1.0 

ポーランド 1 1.0 

表4 苫小牧上陸回数

上陸回数 回答数 % 

1 - 2回 73 71.6 

3 - 4回 14 13.7 

5回以上 14 13.7 

不 明 I 1.0 

無
一
〔

有
一
委

の一
習
一
堂
」
一

沼
田
-
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ロ
関
本
一
日
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-

表
戸

表7 年齢

年 齢 人数 % 

10代後半 1 1.0 

20代 38 37.3 

30代 31 30.4 

40代 24 23.5 

50代以上 7 6.9 

不 明 1 1.0 

表9船上でのカセットレコーダー等の僻の有無

数 j

表5 日本上陸自数

上陸回数 回答数 j % 

1 - 9 @] 27.5 

10 回台 17 16.7 

20 由台 15 14.7 

30一羽田台 9 8.8 

50-90阻台 14.7 

100割以上 16 15.7 

不 明 2 2.0 

表8高めたい日本語能力の技能別内訳

技能項目 希望者数 % 

話し 8 7.6 

聞き 2 1.9 

話し・聞き 42 40.0 

読み O O 

書き 1 1.0 

読み・書き 6 5.7 

4技能 44 41.9 

学習不要 2 1.9 

表10サパイバル日本語レッスンの希望の有無

人数%
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3.1. 7 年齢 CN=102) 
年齢別構成比は、表7の通りである o 20代が37.3%、30代が30.4%、40

代が23.5%である。尚、以下に参考となる年齢を記す。(平均年齢=34.3、

最高年齢=60、最低年齢=19)

3.2 調査内容
3.2.1 来日前の日本語学習の有無 CN=102) 
日本語の学習経験は、表6の通りである。「いいえ」の屈答が94.1%と

大多数で、「はい」の回答が5.9%である。

3.2.2 日本上陸自数別の自本語能力の意識 CN=100) 
(以下 5項目において上陸回数不明者2名の回答は含めず)

(1) r話す力」

図1のように 1-10田台では、「全く出来ない」と回答した人が65.2%、

「因ることが多い」と回答した人が30.4%である一方、 20回台以上では、

「因ることが多しりと回答した人が68.5%、「全く出来ない」と回答した

人が22.2%となっている O

鶴問題なし 11 2.2% 

~少し困る 2.2% 
1 -10@J台

図殴ることが多い 14 30.4% 

圏全く出来ない 30 65.2% 

霊童問題なし 11 1. 9% 

~少し限る 4 7.4% 
20図台以上

図図ることが多い 37 68.5% 

塁塁全く出来ない 12 22.2% 

図1 B本語能力(話す力)の意識

(2) r開く力」

図2のように 1-10回台では、「全く出来ない」と回答した人が51.1%、

「圏ることが多い」と問答した人が40%である一方、 20回台以上では、

「困ることが多い」と回答した人が69.1%、「全く出来ない」と回答した

人が16.4%となっている。
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圏問題なし 31 6.7% 

z少し困る 01 0.0% 

1 -10回台 圏図ることが多い 18 40.0% 

騒全く出来ない 23 51.1% 

図回答不明 11 2.2% 

瞳問題なし 11 1.8% 1 

~少し困る 51 9.1% 

20四台以上 38 69.1% 

全く出来ない 9 16.4% 

回答不明 2 3.6% 

(単位:%) 

図2 日本語能力(聞く力)の意識

(3) I読む力」

図3のように 1~10回台では、「全く出来ない」と自答した人が80% 、

「困ることが多い」と回答した人が15.6%である一方、 20回台以上で
は「全

く出来なしりと屈答した人が72.7%、「困ることが多い」と屈答し
た人が

23.6%となっている。

盟問題なし 11 2.2% 

~少し悶る 11 2.2% 
1 -10厨台

圏図ることが多い 7115.6% 

|題全く出来ない 36 80.0% 

盟問題なし 01 0.0% I 

~少し図る 2 3.6% 
20回台以上

盟関ることが多い 13 23.6% 

圏全j出来ない 40 72.7% 

(単位:%) 

図3 日本語能力(読む力)の意識

(4) I書く力j

図4のように 1~10回台では、「全く出来なしりと回答した人が84.4% 、

「困ることが多い」と田答した人が13.3%である一方、 20由台以上で
は、

「全く出来なしっと回答した人が72.7%、「困ることが多い」と回
答した

人カ宝25.5%となっている。
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重量問題なし 01 0.0% 

~少し悶る 11 2.2% 
1 -10回台

圏図ることが多い 6113.3% 

圏全く出来ない 38 84.4% 

購問題なし 01 0.0% 

liEJ少し腐る 1.8% 
20回台以上

|関困ることが多い 14 25.5% 

I霊会く出来ない 40 72.7% 

図4 日本語能力(書く力)の意識

(5) r漢字J

国5のように 1-10回台では、「全く出来ない」と回答した人が84.4%、

「留ることが多い」と回答した人が6.7%である一方、 20回台以上では、

「全く出来ない」と回答した人が81.8%、「困ることが多い」と回答した

人が12.7%となっている。

覇問題なし 01 0.0% 

3 6.7% 

1-10図台 図ることが多い 3 6.7% 

全く出来ない 38 84.4% 

問答不明 1 2.2% 

瞳問題なし 01 0.0% 

~少し困る 11 1.8% 

20回台以上 7 12.7% 

全く出来ない 45 81.8% 

回答不明 2 3.6% 

図5 日本語能力(漢字)の意識

(1)と(2)では、上陸回数が増えると、「因ることが多い」の回答は平均で

約2倍に増加するが、「全く出来ない」の回答は平均で約0.3倍に減少する

傾向がある。 (3)と(4)では、上陸回数が増えると、「閤ることが多い」の回

答はl.5-l.9倍の幅で増加するが、「全く出来ない」の回答は平均で約0.9

倍に減少する傾向がある。 (5)では、上陸回数が増えると、「少し困る」の

回答は約0.3倍に減少し、「困ることが多い」の回答は約l.9倍に増加し、「全

く出来なしりの自答は微減となる。
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3.2.3 高めたい日本語能力
(1) 高めたい日本語能力の技能別内訳 (N= 1 0 5) (MA) 

高めたい日本語能力の技能別内訳は、表8の通りである。 r4技能」と

自答した人が41.9%、「話し・開き」と回答した人カ{40%、「話し」と回答

した人カ'7.6%の}Ij翼となっている。

また、「話し・開き」関係の合計は49.5%だが、「読み・書き」関係の合

計は6.7%となっている O

(2) 上陸回数別の高めたい日本語能力 (N= 1 0 2) (MA) 

図6のように 1-10回台では、「話し・聞き」と回答した人が46.7%、

r4技能」と回答した人が40%、「話LJと閤答した人が4.4%、「開き」

と回答した人が4.4%である O また、 20回台以上では r4技能」と回答し

た人が45.6%、「話し・開き」と田答した人が36.8%、「話し」と回答した

人が8.8%である O

上睦回数が増えると、「話し・開き」を高めたい回答は約0.8倍に減少す

るが、 r4技能」能力を高めたい田答は約1，1倍と多少増加する。

国話し 2 4.4% 
w!聞き 214.4% 
図話し・聞き 21 46.7% 

1-10回台 題読み 。0.0% 
国書き l 2.2% 
量読み・書き 1 2.2% 
図 4技能 18 40.0% 
圃話し 5 8.8% 
w!聞き 2 3.5% 
園話し・聞き 21 36.8% 

20回台以上 題読み 。0.0% 
図書き 。0.0% 
畠読み・書き 3 5.3% 
国 4技龍 26 45.6% 

(単位:%) 
60 80 100 

図6 高めたい日本語能力(上陸回数割)

3.2.4 E3本語使用場面の内訳 CN= 1 ，1 9 0) CMA) 
図7のように使用場面では、「買物」が7.1% (85件)、「挨拶」が6.8%

(81件)、「会話」が6.3% (75件)、「タクシー」が6.2% (74件)の}II買であ

る。
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1 挨拶 81 
2 自己紹介 63 

3 緊急 54 

4.病気 45 

1ii 657 ... 列タf車スクシ-
74 

58 

49 

8. ~港 57 

9.食堂 59 

10 景物 85 

11.銀行 62 

12.郵便局 61 
13.電話 48 

14.竜報 33 
15.見物 49 

16.当クラブ 48 
17.パー 31 

18.会話 75 

19.峡函館 16 
20.税関 47 

21.船代理応 40 

22.依頼 55 

(単位:チェック数)

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 

函7 日本語使用場面の内訳

3.2.5 カセットレコーダー等の使用可能の有無 CN= 1 0 2) 
船上での、カセットレコーダ一等の使用可能の有無は、表9の通りであ

る。「使用できるJが96.1%、「できない」が3.9%である O

3.2.6 サパイパル日本語レッスンの希望の有無 CN=102) 
サパイパル日本語レッスンの希望者は、表10の通りで、「希望する」と

回答した人が92.2%、「希望しない」と回答した人が7.8%である。

3.3 謂査のまとめ
3.3.1 属性について
①上陸外国人船員のうち、アジア系が95.1%であり、その中でもフィリ

ピン人が大部分を市めている。母由語もそれに伴い、フィリピン諸語(タ

ガログ語等)が大部分を占めている。

②性別は、 99%が男性で、階級では高級船員と普通船員の比率は余り変
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わらない。

③苫小牧への上睦回数を見ると、 71.6%の人が1~ 2屈と少ないが、全
船員の平均は3.1回である。また、日本への上陸回数は、 1~ 9回が27.5%

を占めるものの、平均は35.4回である。

④年齢は、 20代と30代で全体の2/3になり、平均年齢は34.5歳である O

3.3.2 語査内容について
¢外国人船員の94.1%は、日本語学習の経験がない。

②日本語能力については、上陸回数が多いと「聞き」・「話し」の点で

由るケースが多くなるが、全く出来ないケースは、減少の傾向にある。

「読みJ ・「書き」の点では、困るケースが多くなる傾向にあるが、全く

出来ないという回答は、減少する。「漢字」は、全く出来ない人が大多数

を占める。

③高めたい日本語能力については、およそ 5割が「話し・聞きJ を、 4

割が r4技能」を望んでいる。また、上陸回数が増えると「話し・聞き」

を希望する人がやや減少し、r4技能」の向上を望む人がやや増加している。

④上陸後の彼らの日本語使用場面では、まず、「買い物」、「挨拶」、「会話」、

「タクシー」が挙げられる O 件数としては少ない部類に入るが、仕事関係

の場面 r(船代理屈)Jも挙げられている。

⑤船上で、カセットレコーダ一等を使用できる者は多い。

⑥シーメンズクラブでの、短時間サパイパル日本語レッスンを希望する

者の比率は高く、 92.3%にも上った。

4. 考察
4.1 属性か5の考察
属性の上陸について見られる傾向として、以下2点が挙げられる O

①寄港地として苫小牧への嬬りが見られない。

②上陸回数にばらつきが見られる。

教材作成の際は、上記①の結果と今回の属性の母語別比率から英語版の

教材が第一に考えられる。しかし、様々な寄港地での使用を前提にするな

らば、地域によって行動範囲も異なることから、主な寄港地の調査も必要

である。

また、②からは、上陸回数によるニーズの変化という点から今後検討し
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ていく必要があろう。

寄港地の特殊性に配麗しながら、どの港でも使用できる教材が望ましい

と考えられる。英語版の完成後は、他の必要な外国語版への検討がよりス

ムーズに行えるであろう。

4.2 調査内容かうの考察
(1) 使用場面

調査内容では、はじめに使用場面の上位を挙げる。

①移動(タクシ一、パス、列車、空港) ・・・ 20.0%

②緊急・連絡(緊急、病気、電話、電報) ・・ 15.1% 

③挨拶(挨拶、日本人との会話) ・・・・ 13.1% 

④余暇(見物、クラブハウス、映画館) ・・・ 12.1% 

これらは他の比率より高い。他の寄港地でも言語行動等に関する同様の

調査を行い、この苫小牧での結果と重なり合うか検証が必要であろう O 教

材での語葉、文型、言い閤し等の量・質的考慮もその結果から見ていく必

要がある。

また、上位場面ではないが、仕事上で日本語のニーズがあることが分か

った。これについて調査するために、寄港時に彼らと接触する船社代理屈

等の人々に対する開き取り調査もこれからの課題であるコ

船員の寄港地での行動範囲や行動パターンの調査研究も求められる O

(2) 学習形態

また、調査結果からオーデイオ教材の開発とクラブハウスでの短時間日

本語レッスンの開催が考えられる。これも、必要となる他の調査研究の結

果を見ながら、関係者と共に検討していかなければならない。

4.3 属性と諜査内容のクロス集計からの考察
次に挙げるのが、上睦回数別の高めたい能力である。これは、まとめ

'3.3.2の③」の通りである。この結果は、学習体験を重ねることによ

るニーズの変化や広がりと見ることができるのではないだろうか。上陸自

数の少ないうちは、コミュニケーシヨン能力の少ない中で、上陸時の目前

の僅かな呂的達成のみに集中しているのであろう。一方、上陸回数を重ね

ていくと、コミュニケーシヨン能力の不十分さをその行動の中で、体験し、

「読み・書き」も含めた 4技能全ての能力向上の必要性を感じてくるから
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ではないかと考えられる。

また、学習者のニーズ分析をより進めていく中で、 4技能の扱いも検討

していくことになる。

4.4 今後の課題
外国人船員のための日本語支援を考える時、コースデザインの観点から

全体を見渡す必要がある。田中ら (1993)が示すように、コースデザイン

では、ニーズ分析とレディネス分析の結果をもとにシラパスデザインが行

われる。次に、カリキユラムデザインへと進む。そして、最後に評価が行

われる。

本調査では、そのニーズ分析のうちのニーズ領域の特定を試みたもので

ある。次の段賠として、それを分析し、当該ニーズ領域でのコミュニケー

ション目的の特定を行うことが必要となる。今後は、それを含めた調査研

究を深めていきたいと考えている。

5. おわりに
多様化する日本語教育のなかで、外国人船員のための日本語教育は、特

定の目的のための日本語(Japanesefor Specific Purposes)の新しい分野

と言えよう O 今日、 JS Pの分野では、その必要性から留学生や技術研修

生等のためのものが主要な研究対象となっており、大きいグループと考え

られる。本調査で扱った外国人船員のための日本語教育は、属性の労働・

生活環境や、それと関連する学習条件のレディネス5)をいくつか検討する

だけでも前述の 2グループと異なっていることが分かる。 JS Pは、特定
分野に適応するために行われているものであるから、本調査を深めること

は、 JS Pの研究領域の幅を広げることに貢献すると考えられる。
また、本調査は、彼らの震かれた環境から見ると、マイノリティーに対

する JS Pと考えられる。その場合、他のJS P分野と同様の言語面の検
討と共に、その属性についても、より深く広く調査研究が行われるべきで

あろう。特に未知のマイノリティーに対する JS P分野においては、ニー

ズ分析を行う上で、属性に関する調査及び考察が重要で、あることを本調査が

示していると考えられる。

一般的に、彼らの一回の滞在期間は数時間に過ぎない場合が多いが、訪

問回数は多いことが特徴である。本報告書で扱われた内容は、限られたも
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のであるが、次の調査研究への第一歩とした。今後は、異文化コミュニケ

ーションの立場からの検討も必要と考えている。

尚、本報告をまとめる前の1996年10月に、本調査について「外国人船員

の日本語使用に関する調査の結果と考察」の題で第7回日本語教育方法研

究会(札幌)で発表した。その際に、多くの方々から貴重なご意見をいた

だいたことを付け加える。

謝辞:謂査にご協力いただいた苫小牧シーメンズクラブのボランテイアの

皆様に御礼申し上げる。また、調査票の英文校関には、室蘭工業大学大学

院生の PatrickG. Kutch氏、調査票の中文翻訳には，同大学院生の王愛栄

氏にお手伝い頂いた。感謝申し上げる O

注:

1)苫小牧キリスト教始員奉仕会 1996 r苫小牧キリスト教船員奉仕会

のあゆみJ W創立10周年記念丈集』

2 )佐藤章 1994 “SURVIV AL JAP ANESE FOR YOU" 苫小牧キリス

ト教船員奉仕会

3 )苫小牧市 1997 W苫小牧市統計書(平成 8 年版)~

4)苫小牧キリスト教船員奉仕会 1996 rシーメンズクラブタ利用状況」

W1997年度運営委員会資料(2月)~及び上記(3)

5 )田中(1988)は、学習条件のレディネスとして経済的条件、時間的条件、

学習用の機器、外国語学習の経験、学習者の興味と関心の分野の五つを

挙げている O
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資料:

1 . 謂査票(英文)

J apanese language use survey 

of foreign seafarers 

visiting Tomakomai 

This is a Japanese language use survey of foreign seafar
ers visiting 

Tomakomai. Th巴 feedbackfrom this survey will be used 
for preparing 

Japanese language materials for visiting seafarers. We ap
preciate your 

cooperation and hope you enjoy your time in Japan 

Tarumae Nihongo Club 

N ationality Native 1 

Sex 口M口FI Yo川 osition 口anofficer 0 a crew member 

How many times have you had shore leave in Tomakomaiつ

How many times have you had shore leave in Japan ? 

Ag巴

1. Have you studied Japanese before you came to }apan ? 

口Yes 口No

2. Please assess your Japanese skil1. 

(no problem) (some diffic叫ty) (much difficulty) (no町)

Speaking 口A 口B 口C 口D

Listening 口A 口B 口C 口D

Reading 口A 口B ロC 口D

Writing 口A 口B 口C 口D

Kanji 口A 日B 口C 口D
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3. Which Japanese language skill would you like to improve? 

口Speakingonly 口Listεningonly 口Speaking& Listening 

口Readingonly 

口allskills 

Wr吋 ngonly 口Reading& Writing 

1 do not need to study Japanese language. 

4. On which occasions do you need to us巴Japaneselanguage? 

口Greetings 口Taxi 司Bank 口Telegram

Self-introduction口Bus 口Postoffice 口Sightseeing

Requesting 

Shopping 

自 Train 口Customs 0 Emergencies 

Sickness 口Here(this club) 口Movietheater 
口Restaurant 口Shippingagency口Telephone 口Airport

口Conversationwith 口Bar 口other↓口other↓ 

Japanese friend 

other ↓ other↓ 

5. Can you use a cassette tape player/recorder on the ship ? 

口Yes 自No

6. Would you be interested in attending short survival Japanese language 

lesson (10-30 min.) at this club? 

ロYes 口No

7. If you would like to know some expressions in Japanesε， please write 

them below. 

2. 被調査者の知りたい日本語表現等
アンケート用紙に記入されたものを報告者が適宜項目ごとにまとめ、原

文のまま記載する。〉

(原文の後にある括弧内の数字は、記入人数を示す。)

会言語に関する一般的な記述

Some few most essential words only. 
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Common expresslOns. 

General greetings. 

The difficult to speak in Nihongo is using of past， future， 

present tense. 

I think so Japanese language is very good and v己rymce 

It's hard to choose the night word. 

I would like to know how to write and speak. 

I want to learn a lot especially meeting Japanese people. 

大場所・国など

川市erεisthe Seamens' club? 

Where is (a place) ? 

where 

What place is this ? 

How far is the down town here ? 

You have a nice place. 

This is a beautiful country. 

Can you show me around the city? 

Can you tell me more about this city ? 

Would you like to see (country name)つ

I went to Japan before 

女基本的単語

Yes 

No 

Sorry 

Good 

Please 

ugly 

handsome 

大感謝

Thank you. (2) 

Thank you very much. (4) 

Thanks for the favor 

Y ou are we1come 
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Appreciate your hospitaIity. 

大日本人に関するもの

]apanese people are very kind people. 

]apanese people were very kindly. 

大挨拶

Good morning. (10) 

Good afternoon. (6) 

Good night. (4) 

Good eve山

Good一bye.(7) 

Good noon 

Good day. 

Have a nice day. 

How are you ? (8) 

How are you， today? 

1 am fine. 

How is your health ? 

How is your family ? 

Happy new year. 

Happy holidays. 

Happy Valentines 

Merry Christmas. 

Nice to meet you. (2) 

Nice meeting you. 

Hope to see you again. 

See you again. 

大買い物

Where can 1 find the department store ? 

Wher巴can1 find the fishing store? (2) 

Where can 1 find the drugstore 

Wh巴recan 1 buy some vegetables and electronics ? 

How much is this ? 

How much is it? 
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Can you give me discount for this item ? 

Can you show me where 1 can find the (plac日)? 

Is the city proper far from here ? 

How far is the down town here ? 

Where is your market place ? 

大移動

1 want to go city center. 

Where is this train going? 

1 want to ride a taxi 

1 loose the city to go my ship. 

How much 1 pay ? 

How much the fare from ship to downtown ? 

Can you call a taxi for us ? 

What bus number is going to downtown or shopping? 

Please tell how to go to in Sapporo? 

Asking about the way of the train station. 

大仕事

How many gangs are going to work today ? 

Nice working with you and wishing for a better time ahead. 

大電話

What is the telephone charge to (a country name) ? 

Is it cheaper at any particular time ? 

Where can 1 find a telephone card? 

Where can 1 find a telephone booth for international call ? 

Where is the nearest international phone here? 

大依頼

1 would like ask some favor. 

Will you give me a favor? 

1 need help 

大食事

breakfast 

lunch 

dinner 
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Would you like to eat with me. 

支持

What is the time ? 

What time is it? 

What day is today ? 

大数

Numbers 1 to 10 and 20， 30， 40， 50， 60， 70， 80， 90， 100. 

Twice a week 

大自己紹介

Your name please. 

What is you nar問?(14) 

Good your name，please. 

My name is 

How old are you (， now) ? (2) 

大感情表現

1 like people hεre. 

We like visiting places. 

We enjoyed your company. 

Do you enjoy your stay ? 

Please accept our heartful condolences. 

Can 1 be your friend ? 

Can wεbe friends in writing? 

1 want to make friend with you. (4) 

1 like you. (2) 

1 love you 

I'm falling in love with you 

You are beautiful. (2) 

Are you married ? 

Are you still single. 

You have baby. 
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Bulletin of International Student Center Hokkaido University No. 1 (1997) 

]apanese Language Use of Foreign Seafarers: 

From the Results of a Questionnaire 

Survey at Tomakomai Seaman's Club 

SATO， Akira 

Around 20，000 foreign seafarers have shore leave in Port of Tomakomai， 

Hokkaido annually. And more than 9，000 of th巴m visit the Tomakomai 

Seaman's Club. The club is an NPO， and volunteers work to assist 

seafarers in various matters目 Oneof these is providing a survival Japanese 

booklet. A questionnaire survey of foreign seafarεrs on Japanese language 

use was carried out in order to find out their attributes and needs in 

Japanese language. This paper presents the results of the survey. The 

analysis will be used to develop new survival J apanese matεrials. 
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